
2018 年 10 月 3

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5 6
杁ヶ池練習（会費集金） 杁ヶ池練習（会費集金）

15:00～自主練習

※板間のみ

18:00～通常練習

洋平不在（国体）

7 8 9 10 11 12 13
杁ヶ池練習　 杁ヶ池練習 杁ヶ池練習 

15:00～通常練習 15:00～自主練習

※板間のみ

18:00～通常練習

義則～19:30

洋平不在（国体） 洋平不在（東京プレミア）

14 15 16 17 18 19 20
杁ヶ池練習 杁ヶ池練習 長久手支部合宿

12:00～自主練習可 (旭高原)

13:00～15:00一般部 ※通常練習休み

15:00～通常練習

洋平不在（東京プレミア）

21 22 23 24 25 26 27
長久手支部合宿 杁ヶ池練習 杁ヶ池練習

(旭高原) 15:00～自主練習

※通常練習休み ※板間のみ

18:00～通常練習

義則不在（桜志塾）

28 29 30 31
杁ヶ池練習 杁ヶ池練習

12:00～自主練習可

13:00～15:00一般部

15:00～通常練習

洋平不在（県空連強化練）

　１部 （無級～4級、18:00～19:00） 基本・型・組手 １部 （無級～4級、18:00～19:00） 基本・型・組手 13:00～15:00　　一般部練習　　

　　※３級はからだづくり＋基本 　※３級はからだづくり＋基本 （少年部自主練習）

　２部 （３級～初段補、19:00～20:00） 基本・型・組手 ２部 （３級～初段補、19:00～20:00） 基本・型・組手 15:00～17:00　　全体練習　　　　

　　※黒帯は型自主練習 　※黒帯は型自主練習

　３部 （黒帯、20:00～21:00） ３部 （黒帯、20:00～21:00）

・会費（道着・拳サポーター申込みも含む）の集金について

・日曜 13:00～15:00 を一般部の練習時間としております。
・自主練習時間を設けております。活用してください。　※小3以下は親御さんが同伴してください。

□10月の主な行事 □11月の主な行事

10/6~8 国民体育大会 福井県 11/3(土) 淳風会大会 尾張旭市総合体育館

10/20，21（土、日） 長久手支部合宿 旭高原少年自然の家 11/11(日) 長久手支部25周年記念式典

10/21（日） 清空会大会 緑SC　第2 11/17，18（土、日） 東海地区高等学校選手権大会

10/21（日） 尾張旭市空手道大会 尾張旭市総合体育館 11/18(日) 県連強化練習会 日本ガイシ

10/27（土） 第1回県連Jr.強化練習 杁ヶ池体育館・15:00～17:30 11/25(日) 名古屋市小・中学生大会 守山SC

10/28（日） 全日本強化練習会（PM）東SC 第2回県連Jr.強化練習

淳風会長久手支部　師範　水田義則 　支部長　水田洋平

Mail: mizuta500706@hotmail.com Mail: yohei0901@hotmail.com

Tel/Fax: 0561-62-6408 Mobile: 090-6074-3268

2018年10月　淳風会長久手支部スケジュール

水曜日（杁ヶ池体育館） 土曜日（杁ヶ池体育館） 　　　　日曜日(杁ヶ池体育館)

　　10月の会費集金日は、3日水曜及び6日土曜の19:00～19:30に受け付けます。

9月の審査会を終えて

　去る9月16日、県連昇級審査会がありました。長久手支部からは27名が受審。無事全員合格することができました。中でも井川芽生さんは2回連続で特進！人一倍集中して練習

にのぞんだ成果だと思います。素晴らしい事ですね！また、現在は一般部で黒帯になった方々が指導に加わり、指導者の層が厚くなっている事も長久手支部全体の成長につながってい

ると思います。審査会では、いつも皆さんが一歩一歩成長する姿を目にしてとても嬉しい気持ちになります。次の12月の昇段級審査会も、楽しみにしています！

長久手支部25周年記念式典に向けて

　9月29日には、長久手支部25周年記念式典に向けて臨時総会が行われました。ご父兄の皆様は、お忙しいところお集りいただき誠にありがとうございました。11月11日の式典では、

「長久手支部の今の昔をつなぐ」をテーマに新旧の会員が交流し、歴史を振り返る事で未来の長久手支部がどうあるべきか見えるような会になればと思っています。きっと、長久手支部に

とって大きな転機となる会になることでしょう。ご協力いただける方々、どうぞよろしくお願いいたします。

10月は、国体の愛知県代表チームの帯同、東京プレミア大会の救護などで不在にする事が多くなります。皆様に負担をおかけしますが、そこでできた貴重な経験を、会員の皆様にその

一部をお返しできるように頑張ってきます。（文：水田洋平）


